
去
る
六
月
十
八
日
、
各
サ
ー

ク
ル
の
代
表
者
が
集
ま
り
、

埼
玉
C
S
C
交
流
会
代
表
者

会
議
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
会
議
で
は
、
平
成
22
年

度
活
動
計
画
の
協
議
、
新
年

度
役
員
の
選
出
な
ど
が
行
わ

れ
た
。

平
成
22
年
度
活
動
計
画

①
第
４
回
フ
ェ
ス
タ
を
10
月

9
日
・
10
日
の
2
日
間
お
こ

な
う

②
「
学
生
新
聞
」
の

隔
月
発
行

③
埼
玉
学
習
セ

ン
タ
ー
開
講
25
周
年
記
念
事

業
へ
協
力
す
る
こ
と
な
ど
が

了
承
さ
れ
た
。

新
年
度
の
役
員
選
出
が
行

わ
れ
、

代
表
に
笹
原
誠
二
（
サ
ー

ク
ル
お
お
み
や
）
、

副
代
表
に
森
岡
加
代
（
埼

玉
同
窓
会
）
、
上
倉
清
一

（
ト
レ
ヴ
ィ
の
会
）
、
篠
田

安
彦
（
江
戸
時
代
の
古
文
書

を
読
む
会
）
、
今
福
佐
喜
男

（
放
送
大
学
熟
年
会
）

会
計
に
髙
澤
秀
昭
（
健
康

体
操
研
究
会
）
、
会
計
監
査

に
田
代
弥
生
（
ラ
ル
ゴ
体
ほ

ぐ
し
の
会
）
、

事
務
局
長
に
篠
田
安
彦

（
副
代
表
と
兼
務
）
の
諸
氏

を
選
出
し
た
。

第
４
回
フ
ェ
ス
タ
に
つ
い

て
は
、
前
回
の
フ
ェ
ス
タ
と

ほ
ぼ
同
様
の
大
綱
が
決
定
さ

れ
、
各
サ
ー
ク
ル
に
、
団
体

独
自
に
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト

等
の
照
会
と
フ
ェ
ス
タ
の
企

画
運
営
に
当
た
る
実
行
委
員

の
推
薦
を
依
頼
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

10
月
9
日
に
実
施
す
る
公

開
講
演
会
に
つ
い
て
は
、
開

講
25
周
年
に
ち
な
み
、
放
送

大
学
学
長
の
石
教
授
に
お
願

い
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
フ
ェ

ス
タ
の
運
営
経
費
は
、
前
回

同
様
、
一
口
千
円
の
賛
助
券

を
学
生
や
同
窓
生
に
購
入
し

て
い
た
だ
い
て
充
当
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
多
く
の

方
々
の
ご
協
力
を
期
待
し
た

い
。各

サ
ー
ク
ル
の
提
案
の
調

整
等
を
行
う
た
め
次
回
代
表

者
会
議
は
8
月
上
旬
に
開
催

さ
れ
る
。

※
埼
玉
C
S
C
交
流
会
は
、

各
サ
ー
ク
ル
、
同
窓
会
、
学

習
セ
ン
タ
ー
の
三
者
が
力
を

合
わ
せ
、
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

を
楽
し
く
活
気
の
あ
る
セ
ン

タ
ー
に
す
る
た
め
結
成
さ
れ

た
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
、

代
表
と
し
て
富
田
二
郎
氏

（
熟
年
会
）
、
増
岡
法
子
氏

（
う
え
る
か
む
）
、

篠
田
安
彦
氏
（
古
文
書
の
会
）

が
務
め
て
こ
ら
れ
、
今
回
の

笹
原
誠
二
氏
（
サ
ー
ク
ル
お

お
み
や
）
が
四
代
目
の
代
表

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
は
、

今
年
度
、
開
講
25
周
年
を
迎

え
ま
す
。
現
在
、
記
念
誌
発

行
を
企
画
し
て
お
り
、
皆
さ

ん
か
ら
の
原
稿
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
「
開
講
25
周
年
に

よ
せ
て
」
と
題
し
、
埼
玉
学

習
セ
ン
タ
ー
で
の
思
い
出
や

学
び
、
地
域
で
の
活
動
、
将

来
の
希
望
や
期
待
・
展
望
な

ど
何
で
も
結
構
で
す
の
で
是

非
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
寄
稿

文
は
、
１
２
０
０
字
程
度
で
、

平
成
22
年
10
月
末
ま
で
に
事

務
室
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
掲
載
さ
れ
た
場
合
に

は
、
さ
さ
や
か
で
す
が
記
念

品
を
差
し
上
げ
ま
す

○
平
成
22
年
8
月
21
日
（
土
）

13
時
30
分
～
15
時

講
師

堀

新
（
共
立

女
子
大
学
教
授
）

演
題

「
織
田
信
長
と

桐
紋
・
菊
紋
」

○
平
成
22
年
9
月
11
日
（
土
）

13
時
30
分
～

講
師

宮
田

修
（
元

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

演
題
「
話
し
て
伝
え
る
楽
し

さ
苦
し
さ
」

（
場
所
は
い
ず
れ
も
8
Ｆ
講
堂
）

放
送
教
材
の
完
全
Ｄ
Ｖ
Ｄ

学
外
探
訪
も
前
回
で
周
辺
学

習
セ
ン
タ
ー
も
終
わ
り
、
丁
度
、

岐
阜
セ
ン
タ
ー
へ
の
面
接
授
業

の
つ
い
で
に
と
の
提
案
が
受
け

入
れ
ら
れ
、
取
材
と
な
っ
た
。

5
月
27
日
、
事
前
の
ア
ポ
イ

ン
ト
も
な
し
で
、
窓
口
に
突
然
、

「
埼
玉
学
生
新
聞
」
の
取
材
の

申
し
入
れ
に
対
し
て
、
ご
担
当

の
黒
田
様
か
ら
、
学
内
見
学
と

写
真
撮
影
の
許
可
を
得
、
質
問

に
も
丁
寧
に
応
対
し
て
頂
い
た
。

翌
朝
、
事
務
長
の
河
合
様
か

ら
「
遠
方
か
ら
よ
く
」
と
の
労

い
と
、
「
学
生
新
聞
」
に
つ
い

て
の
お
褒
め
の
お
言
葉
を
頂
き
、

恐
縮
し
た
。
勿
論
、
面
接
授
業

の
つ
い
で
で
あ
る
こ
と
を
明
言
。

【
無
料
バ
ス
の
運
行
】

J
R
西
岐
阜
駅
か
ら
無
料
バ

ス
が
運
行
、
約
7
分
で
学
習
セ

ン
タ
ー
の
あ
る
県
民
ふ
れ
あ
い

会
館
に
到
着
。

【
大
陶
壁
の
出
迎
え
】

会
館
の
玄
関
か
ら
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
で
２
階
に
あ
る
岐
阜
学
習

セ
ン
タ
ー
に
、
先
ず
目
に
付
い

た
の
は
、
事
務
室
前
の
吹
き
抜

け
ホ
ー
ル
の
大
陶
壁
「
大
地
悠

久
（
加
藤
卓
男
氏
制
作
）
」
で

あ
る
。
目
を
見
張
る
ば
か
り
の

大
陶
壁
は
、
前
面
に
配
し
た
ソ

フ
ァ
ー
に
座
っ
て
眺
め
る
と
、

遥
か
遠
く
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の

文
化
の
伝
統
に
少
し
の
間
だ
が

浸
る
こ
と
が
で
き
る
。
入
学
者

の
集
い
、
卒
業
式
の
際
に
は
壁

画
を
背
に
写
真
撮
影
が
恒
例
と

な
っ
て
い
る
。

【
学
習
セ
ン
タ
ー
の
特
徴
】

・
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

客
員
教
授
に
よ
る
、
英
語
・

ド
イ
ツ
語
・
中
国
学
・
心
理
学
・

生
物
学
・
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

6
科
目
を
毎
月
2
回
開
催
。

・
学
内
設
備

講
義
室
は
３
人
用
の
机
に
２

脚
の
椅
子
で
、
広
く
ゆ
っ
た
り

と
し
て
い
る
。
ビ
ル
の
上
方
階

の
眺
望
は
抜
群
。
研
修
室
は
セ

ミ
ナ
ー
や
サ
ー
ク
ル
の
活
動
、

学
生
相
談
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
使
用
。
学
生
控
室
は
TV
・

新
聞
・
雑
誌
が
備
え
ら
れ
て
い

て
、
休
憩
・
談
話
・
飲
食
な
ど

に
利
用
で
き
、
コ
ピ
ー
機
も
設

置
。
囲
碁
ク
ラ
ブ
会
員
が
対
局

中
で
あ
っ
た
。

・
２
カ
所
の
分
室

広
い
地
域
を
カ
バ
ー
す
る
た

め
に
地
元
自
冶
体
の
協
力
で
、

多
治
見
市
・
高
山
市
の
２
カ
所

に
分
室
を
設
置
し
、
学
生
の
便

宜
を
図
っ
て
い
る
。

・
県
民
施
設
と
の
共
存

入
学
式
・
卒
業
式
は
会
館
の

講
堂
で
行
い
、
年
一
回
の
学
生

作
品
展
は
会
館
展
示
ホ
ー
ル
で

開
催
し
て
い
る
。
一
方
、
大
学

側
は
県
・
市
民
向
け
に
、
面
接

授
業
聴
講
の
共
修
制
度
を
提
供

し
て
い
る
。

（
岡
里

記
）

ウ
オ
ー
キ
ン
グ

60
歳
代
の
後
半
に
な

る
と
、
と
み
に
足
腰

の
衰
え
を
感
じ
る
。

こ
の
ご
ろ
は
、
毎
週

の
よ
う
に
東
京
ま
で

出
か
け
て
美
術
展
を

は
し
ご
す
る
の
も
お
っ

く
う
に
な
っ
て
き
た
。

そ
こ
で
、
体
の
衰
え
防
止
と
運

動
不
足
解
消
を
兼
ね
て
、
夕
方

に
な
る
と
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
出

か
け
る
。
万
歩
計
を
ベ
ル
ト
に

挟
み
、
一
時
間
ほ
ど
近
所
や
土

手
の
遊
歩
道
を
で
き
る
だ
け
速

足
で
歩
く
と
約
６
千
歩
近
く
に

な
る
。

最
初
の
こ
ろ
は
、
桜
や
桃
、

椿
の
花
を
楽
し
み
な
が
ら
、
ゆ
っ

く
り
と
し
た
歩
調
で
歩
い
て
い

た
が
、
近
ご
ろ
は
運
動
の
た
め

工
夫
し
て
歩
い
て
い
る
。
60
歳

代
に
な
る
と
、
上
体
の
筋
肉
よ

り
も
下
肢
の
筋
肉
の
衰
え
が
顕

著
に
進
む
と
い
わ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
脚
の
筋
肉
を
鍛
え
る

た
め
に
「
イ
ン
タ
ー
バ
ル
・
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
法
」
と
勝
手
に
名

づ
け
た
歩
き
方
を
取
り
入
れ
る

こ
と
に
し
た
。

こ
の
方
法
は
、
３
０
０
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
通
常
の
ペ
ー
ス
で
歩

い
た
後
、
同
じ
く
ら
い
の
距
離

を
全
力
の
７
割
か
ら
８
割
ぐ
ら

い
の
力
で
大
股
で
懸
命
に
歩
く

の
で
あ
る
。
さ
す
が
に
、
40
分

ほ
ど
歩
く
と
息
は
切
れ
る
し
、

太
も
も
は
パ
ン
パ
ン
に
張
っ
て

く
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
１
カ

月
も
続
け
る
と
、
腿
の
筋
肉
も

な
ん
と
な
く
つ
い
て
き
た
よ
う

だ
し
、
息
切
れ
も
少
な
く
な
っ

て
、
歩
く
こ
と
そ
の
も
の
が
あ

ま
り
苦
に
な
ら
な
く
な
っ
て
く

る
。ウ

オ
ー
キ
ン
グ
の
良
さ
は
、

た
ん
に
足
腰
の
鍛
錬
だ
け
で
は

な
く
、
周
辺
の
ど
の
あ
た
り
に

銘
木
や
花
が
咲
い
て
い
る
の
か

を
知
る
楽
し
み
も
兼
ね
備
え
て

い
る
と
思
う
。

笹
原
誠
二

第９号 学 生 新 聞 平成２２年７月１８日
1

放送大学

埼玉学習センター

埼玉CSC交流会
学生新聞

編集委員会

〒330-0853

さいたま市大宮区

錦町682-2

TEL048-650-2611

学
生
新
聞

学生手帳

埼
玉
C
S
C
交
流
会

新
代
表
に

笹
原
誠
二
氏
を
選
出

六
月
十
八
日

代
表
者
会
議
開
催

22
年
度
活
動
計
画

スピーチで埼玉を紹介！！

イギリスのNorwichにある東アングリア大学

に留学中の馬場玲子さんから手紙が届きまし

た。speech test とwriting原稿の提出に追わ

れ、CambridgeやOxfordなど名所旧跡へ行く時

間のゆとりはまだないとのことです。「こち

らでは日本の教育と違ってなんでも議論させ

ることです。自分の意見をはっきり言えない

とだめです。・・・」と、「Compare and con

trast Norwich and my home city」と題したスピーチ

原稿を同封してきました。その一部を紹介します。

「 I’m going to tell you about my home city and

Norwich. First, I live in an academic city near

Tokyo., called Saitama prefecture.・・・I like

to go for walks in Kitaurawa park because there

is Japanese garden, a tennis court, a fountain ・・・.

Next, in Norwich there is different food like

beef. ・・but in Japan we eat more fish. Japan

imports various fish ・・・but in Norwich there

is only salmon, mackerel and tuna can in the

supermarket. ・・・There is a different food

culture. I really love peaceful Norwich and my

home city. Thank you for your attention.」

（毛利所長）

就
任
挨
拶

笹
原
誠
二

こ
の
た
び
、
篠
田
さ
ん
の
後
を
引
き
継
ぎ
、
埼

玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
の
代
表
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
「
サ
ー
ク
ル
お
お
み
や
」

の
笹
原
誠
二
と
申
し
ま
す
。
僭
越
な
が
ら
、
学
生

新
聞
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
、
ひ
と
こ
と
就
任
の

ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
に
は
、
自
己
研
鑽
、

生
涯
学
習
を
志
す
人
や
将
来
の
自
分
を
し
っ
か
り

と
見
据
え
な
が
ら
資
格
の
取
得
を
目
指
す
人
な
ど

多
く
の
方
が
一
緒
に
学
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
Ｃ
Ｓ

Ｃ
交
流
会
は
、
各
サ
ー
ク
ル
の
枠
を
超
え
た
横
断

的
な
学
内
の
活
動
を
通
じ
て
、
学
生
間
の
「
大
き

な
環
・
仲
間
づ
く
り
」
の
一
環
と
な
っ
て
い
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

本
年
は
、
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
も
開
講
25
周
年

を
迎
え
ま
す
。
「
第
４
回
埼
玉
フ
ェ
ス
タ
」
も
そ

れ
を
記
念
し
て
、
10
月
９
日
、
10
日
の
２
日
間
の

予
定
で
盛
大
に
開
催
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
昨
年

よ
り
隔
月
ご
と
に
発
行
し
て
お
り
ま
す
「
学
生
新

聞
」
も
よ
り
充
実
し
た
内
容
で
発
行
を
重
ね
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
行
事
を
ス
ム
ー

ズ
に
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
の

意
欲
的
な
ご
参
加
・
ご
協
力
が
肝
要
で
す
。
こ
れ

ら
の
推
進
に
当
た
っ
て
、
皆
さ
ん
の
絶
大
な
る
ご

支
援
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

退
任
挨
拶

篠
田
安
彦

放
送
大
学
埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
の
平
成
22
年
度

の
役
員
改
選
が
実
施
さ
れ
、
笹
原
誠
二
代
表
の

新
体
制
が
発
足
い
た
し
ま
し
た
。
大
任
を
無
事
引

き
継
ぐ
こ
と
が
出
来
て
ほ
っ
と
し
て
お
り
ま
す
。

顧
み
れ
ば
、
昨
年
の｢

学
園
祭
第
三
回
埼
玉
フ
ェ

ス
タ｣

で
は
各
サ
ー
ク
ル
の
知
恵
と
工
夫
を
凝
ら
し

た
企
画
が
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
学
生
に
依
る
オ

カ
リ
ナ
演
奏
、
落
語
会
、
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
演
奏

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
大
変
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
又
、
さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
で

開
催
さ
れ
た｢

学
び
ピ
ア
イ
ン
埼
玉
２
０
０
９｣

の

放
送
大
学
ブ
ー
ス
で
は
、
各
サ
ー
ク
ル
が
そ
れ
ぞ

れ
独
自
カ
ラ
ー
の
活
動
発
表
が
あ
っ
て
華
を
添
え
、

文
部
科
学
大
臣
感
謝
状
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、

浦
和
コ
ム
ナ
ー
レ
で
開
催
さ
れ
た｢

世
界
公
開
大
学

学
長
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
イ
ン
さ
い
た
ま｣

に
お
い
て
フ
ェ

ス
タ
の
展
示
作
品
を
世
界
の
学
長
に
鑑
賞
し
て
い

た
だ
い
た
こ
と
は
大
変
有
意
義
な
こ
と
で
あ
り
ま

し
た
。

四
月
に
は
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
に
学
部
生
１
１

４
７
名
、
大
学
院
生
１
７
１
名
の
仲
間
が
新
た
に

加
わ
り
ま
し
た
。
新
し
い
仲
間
と
と
も
に
、
Ｃ
Ｓ

Ｃ
交
流
会
が
よ
り
一
層
の
発
展
を
す
る
よ
う
願
っ

て
い
ま
す
。

探
訪
コ
ー
ナ
ー
第
９
回

岐
阜
学
習
セ
ン
タ
ー

役
員
選
出

第
４
回
フ
ェ
ス
タ

新
旧
代
表
挨
拶

開
講
25
周
年

記
念
講
演
会

開
講
25
周
年

記
念
誌
原
稿
募
集

Ｄ
Ｖ
Ｄ
配
架

化
の
早
期
実
現
を
図
る
た
め
、

08
～

10
科
目
に
つ
い
て
Ｄ

Ｖ
Ｄ
が
配
架
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
２
学
期
か

ら
貸
出
用
Ｖ
Ｈ
Ｓ
テ
ー
プ
が

Ｄ
Ｖ
Ｄ
と
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
願
い
ま
す

イ
ギ
リ
ス
留
学

馬
場
さ
ん
の
近
況



ｰ

よ
も
や
ま
話

よ
ろ
ず
屋

祝
「
は
や
ぶ
さ
」
帰
還

6
月
13
日
深
夜
・
・
・
・

こ
ち
ら
地
上
の

東
北
新
幹
線

八
戸
ー
青
森

新
型
車
両
Ｅ
５
系
「
は
や
ぶ

さ
」
青
森
に
到
着
時
速
３
２
０

㎞

12
月
４
日
開
通
予
定

東
京
ー
青
森
３
時
間

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
か
ら

富
士
山
を
見
る
。

ト
イ
レ
側
、
西
側
エ
レ
べ
ー

タ
側
の
窓
中
央
に
見
え
る
、
男

子
ト
イ
レ
の
窓
か
ら
も
。
く
っ

き
り
富
士
山
が
見
え
る
と
と
て

も
気
分
が
良
い
。

一
方
、
青
森
学
習
セ
ン
タ
ー

か
ら
は
、
近
く
に
大
き
く
聳
え

立
つ
名
峰
岩
木
山
１
６
２
５
m

が
見
え
る
。
雄
大
で
素
晴
ら
し

く
山
腹
の
岩
肌
の
変
化
は
観
て

い
て
飽
き
さ
せ
な
い
。
雄
大
な

自
然
に
育
ま
れ
て
い
る
弘
前
の

市
民
は
幸
せ
だ
。

視
聴
学
習
室
の
ヘ
ッ
ド
ホ
ー
ン

使
い
慣
れ
た
自
分
の
イ
ヤ
ホ
ー

ン
を
使
う
の
も
良
い
。
差
し
込

み
プ
ラ
グ
は
変
換
プ
ラ
グ
が
用

意
し
て
あ
る
の
で
借
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
夏
は
暑
苦
し
く

な
く
て
快
適
。

芦
毛
の
怪
物
、
波
瀾
万
丈

7
月
3
日
午
後
オ
グ
リ
キ
ャ
ッ

プ
逝
く
、
や
す
ら
か
に
。

合
掌

サ
ッ
カ
ー
活
躍
に
拍
手
。

角
界
浄
化
に
期
待
。
参
院
選

野
党
巻
き
返
し
。
梅
雨
末
期

の
大
雨
洪
水
、
被
災
地
の
一

日
も
早
い
復
興
を
。

期
末
試
験
、
皆
さ
ん
の
健

闘
を
祈
る
。

次
号
は
9
月
下
旬
発
行

皆
さ
ん
の
投
稿
を
待
つ
。

第９号 学 生 新 聞 平成２２年７月１８日
2

色
事
に
つ
い
て
（
一
）

新
井
俊
雄

先
日
、
筆
者
は
c
s
c
役

員
か
ら
学
生
新
聞
に
是
非
と

も
投
稿
し
て
ほ
し
い
と
要
請

を
受
け
た
。
筆
者
は
、
文
才

が
な
い
の
で
駄
目
と
一
旦
は

お
断
り
し
た
が
、
私
の
所
属

し
て
い
る
ク
ラ
ブ
の
会
場
確

保
の
上
で
、
当
該
役
員
の
方

の
サ
ー
ク
ル
と
の
場
所
の
譲

り
合
い
な
ど
で
便
宜
も
頂
い

て
い
る
関
係
か
ら
お
断
り
す

る
こ
と
も
で
き
ず
、
ま
あ
、

筆
者
側
の
誰
か
に
頼
め
ば
何

と
か
な
る
だ
ろ
う
と
考
え
、

お
受
け
す
る
こ
と
に
し
た
。

そ
の
軽
い
考
え
が
甘
か
っ

た
。
何
人
か
に
当
た
っ
て
も

皆
、
遠
慮
し
て
丁
重
に
断
ら

れ
た
。
筆
者
側
に
は
、
バ
ッ

ク
に
30
人
も
い
る
の
で
、
絶

対
に
文
才
の
あ
る
方
は
い
る

筈
な
の
で
あ
る
が
、
い
ざ
と

な
る
と
、
そ
ん
な
も
の
で
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
訳
で
、
筆

者
側
の
文
才
の
あ
る
方
々
に

は
今
後
に
譲
る
と
し
て
、
今

回
は
筆
者
自
身
が
何
か
を
書

い
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

そ
こ
で
、
何
を
題
目
に
し

て
書
く
か
、
文
才
の
な
い
筆

者
に
は
、
と
ん
と
思
い
つ
か

な
い
。
他
に
も
や
る
こ
と
が

重
な
っ
て
い
た
時
期
で
も
あ

り
時
間
的
に
厳
し
い
中
、
思

い
つ
く
テ
ー
マ
が
な
い
が
、

そ
れ
で
も
考
え
、
つ
い
に
至
っ

た
の
が
「
色
事
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
筆
者

の
頭
の
中
に
は
、
学
生
新
聞

だ
っ
た
か
何
で
あ
っ
た
か
は

定
か
で
は
な
い
が
、
そ
れ
で

も
考
え
、
つ
い
に
至
っ
た
の

が
、
こ
の
「
色
」
の
テ
ー
マ

に
つ
い
て
は
、
過
去
に
大
学

関
連
の
機
関
紙
に
記
事
が
載
っ

た
よ
う
な
記
憶
も
か
す
か
に

あ
る
。
ま
ま
よ
、
そ
う
で
あ
っ

て
も
読
者
に
は
「
色
パ
ー
ト

２
」
と
し
て
読
ん
で
も
ら
え

ば
良
い
と
、
妙
に
納
得
し
て

書
く
こ
と
に
き
め
た
。
と
言

い
訳
を
し
て
い
る
が
、
筆
者

に
は
今
の
所
そ
れ
し
か
な
い

の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
「
色
」
で
あ

る
が
、
さ
す
が
「
色
」
だ
け

あ
っ
て
広
辞
苑
第
６
版
に
よ

る
と
、
実
に
い
ろ
い
ろ
な
使

い
方
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

一
例
を
挙
げ
る
と
、
ま
ず
は

物
理
的
な
こ
と
と
し
て
、
光

波
の
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
と
し
て

彩
度
、
色
相
、
明
度
で
表
さ

れ
る
も
の
が
あ
る
。
次
に
、

容
姿
な
ど
の
美
し
さ
（
色
男
）
、

も
の
の
趣
、
調
子
（
声
色
）
、

愛
情
（
色
情
）
、
種
類
（
色

書
）
、
階
級
を
表
す
も
の
と

し
て
当
色
、
い
わ
ず
も
が
な

の
（
禁
色
）
、
顔
色
が
悪
い

な
ど
の
色
、
な
ど
字
引
に
は

ま
だ
ま
だ
続
く
。

物
理
的
な
も
の
で
は
、
一

寸
旧
く
て
今
も
有
る
か
ど
う

か
わ
か
ら
な
い
が
、
放
送
大

学
の
教
科
「
物
理
の
世
界
」

が
面
白
い
。
色
は
特
定
の
波

長
の
光
を
目
が
受
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
特
定
の
色
に
見
え

る
こ
と
や
、
黒
体
放
射
と
言
っ

て
、
物
体
の
温
度
が
上
が
っ

て
い
く
に
従
っ
て
赤
か
ら
黄

色
、
黄
色
か
ら
青
へ
変
わ
っ

て
い
く
と
い
う
。
だ
か
ら
製

鉄
所
な
ど
で
は
、
鉄
の
適
切

な
溶
融
温
度
を
何
で
知
る
か

と
い
う
と
、
（
色
）
で
見
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

今
の
日
本
の
業
界
で
も
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
て

い
る
よ
う
で
、
事
実
、
勤
務

経
験
の
あ
る
学
生
仲
間
に
言

わ
せ
る
と
、
そ
う
い
っ
た
業

界
人
の
こ
と
を
俗
に
［
色
事

師
］
と
い
う
そ
う
だ
。

（
次
回
に
続
く
）

上
倉
清
一

六
月
二
十
一
日
か
ら
二
十

九
日
ま
で
、
私
は
「
ス
ペ
イ

ン
ス
ケ
ッ
チ
ツ
ア
ー
」
と
命

名
さ
れ
た
、
海
外
で
ス
ケ
ッ

チ
を
主
と
し
た
旅
行
に
参
加

し
ま
し
た
。

私
の
期
待
は
、
勿
論
、
ス

ペ
イ
ン
の
有
名
な
古
い
城
塞

都
市
や
、
宮
殿
な
ど
の
ス
ケ
ッ

チ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ

の
際
、
ス
ペ
イ
ン
独
特

の
赤
い
屋
根
に
真
っ
白

な
壁
の
家
々
と
、
そ
れ

に
つ
い
て
い
る
影
を
是

非
絵
画
で
表
現
し
た
い

と
の
思
い
か
ら
、
積
極

的
に
歴
史
あ
る
古
い
村

の
家
々
の
壁
に
挑
戦
し

て
み
ま
し
た
。
こ
こ
に

そ
の
作
品
の
い
く
つ
か

を
紹
介
す
る
こ
と
と
い

た
し
ま
す
。

カ
サ
レ
ス
の
家
々

こ
の

地
域
は
元
々
ア
ラ
ブ
人
が
生

活
し
て
い
た
場
所
で
す
が
、

12
世
紀
に
始
ま
っ
た
レ
コ
ン

キ
ス
タ
に
よ
り
、
イ
ス
ラ
ム

文
化
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
か

ら
の
迫
害
を
恐
れ
、
イ
ベ
リ

ア
半
島
の
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
地

方
の
山
岳
地
帯
に
ひ
っ
そ
り

と
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。

ロ
ン
ダ
の
崖
の
上
の
家

ス
ペ
イ
ン
ス
ケ
ッ
チ
ツ
ア
ー

吉
田
晶
子

宇
中
大
学
放
送
宮

天
智
宝
庫
生
徒
湧

川
龍
飛
鳳
驚
探
訪

奥
妙
真
奇
在
校
宮

詩
の
大
意
は
、
放
送
大
学

賛
歌
で
、
①
月
や
星
が
一
杯

あ
る
宇
宙
の
中
に
、
放
送
大

学
の
星
座
が
光
よ
く
輝
い
て

い
る
。
②
そ
の
星
座
に
最
高

な
知
恵
、
宝
倉
庫
が
あ
り
、

多
く
生
徒
達
の
上
進
が
見
ら

れ
た
。
③
色
々
な
名
門
弟
子

達
も
奇
跡
を
感
じ
て
、
訪
ね

て
来
る
者
も
多
か
っ
た
。
④
、

他
と
違
う
放
送
大
学
校
の
知

識
は
、
宇
宙
星
座
の
中
に
あ

る
宝
倉
庫
の
秘
方
教
学
が
原

因
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

編
集
部
注

筆
者
は

中
国
残
留
者
で
、

１
９
８
７
年
８
月
11
日
に
帰

国
。
馴
れ
な
い
環
境
の
下
で

幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
て

現
在
に
至
っ
て
い
る
が
、
現

在
は
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
所

属
の
全
科
履
修
生
と
し
て
勉

学
に
も
励
ま
れ
て
い
る
。

古
代
ロ
マ
ン
漂
う

原
市
の
古
代
ハ
ス

を
訪
ね
て

福
島
米
美

梅
雨
の
合
間
の
一
日
、
サ
ー

ク
ル
「
未
来
の
会
」
で
は
、

自
然
豊
か
な
緑
の
湿
地
、
原

市
沼
を
散
策
し
ま
し
た
。

千
年
も
二
千
年
も
以
前
の

大
昔
の
頃
は
、
武
蔵
野
の
湿

地
帯
に
は
、
少
し
形
や
色
の

違
う
蓮
が
、
あ
ち
こ
ち
に
咲

い
て
い
た
の
で
は
と
い
う
考

え
も
あ
る
よ
う
で
す
。

現
地
に
着
き
、
あ
ま
り
の

美
し
さ
と
大
き
さ
に
目
を
見

張
る
ほ
ど
の
見
事
さ
で
し
た
。

直
径
30
㎝
位
の
濃
い
ピ
ン
ク

色
の
花
で
ほ
の
か
な
香
り
を

放
ち
、
ま
る
で
夢
の
世
界
に

い
る
よ
う
で
し
た
。
「
蓮
は

沼
地
に
花
を
咲
か
せ
る
が
、

何
よ
り
も
美
し
く
、
そ
の
香

り
は
一
里
先
に
も
漂
い
、
ま

た
そ
の
香
り
は
遠
く
に
行
く

程
清
ら
か
」
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

見
学
の
後
は
顧
問
の
黒
澤

英
典
先
生
を
含
む
会
員
９
名

で
昼
食
を
と
り
ま
し
た
。

食
事
の
前
に
は
、
先
生
の

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
「
ペ
ス
タ
ロ
ッ

チ
論
」
に
花
が
咲
き
、
そ
の

後
、
石
挽
き
そ
ば
を
味
わ
い

至
福
の
一
日
で
し
た
。

そ
の
日
は
い
つ
の
日
よ
り

も
ゆ
っ
く
り
休
め
ま
し
た
。

是
非
皆
さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
せ
ん
か
！

当
サ
ー
ク
ル
の
嶋
崎
会
長

が
「
原
市
沼
を
愛
す
る
会
」

の
会
員
で
す
。
ご
一
報
下
さ

れ
ば
ご
案
内
し
ま
す
と
満
面

の
笑
み
を
浮
か
べ
て
話
さ
れ

ま
し
た
。

『
原
市
沼
の
古
代
ハ
ス
』

ニ
ュ
ー
シ
ャ
ト
ル
沼
南
駅
よ

り
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
５
分
。

花
の
見
ご
ろ
７
月
～
８
月
。

連
絡
先

嶋
崎
洋
明

℡
０
４
８
（
７
７
２
）
７
６
９
４

漢
詩

四
倉
光

永
田
町

霞
が
関
は

銭
ま
み
れ

横
が
な
く

縦
を
頼
り
に

身
を
守
る

機
密
費
で

国
の
行
方
が

右
左

川
柳

懸
命
に
争
分
奪
秒
ジ
ギ
タ
リ
ス

静

彧

乙
女
ら
の
ぬ
ぐ
う
額
に
夏
来
る

安

代

つ
ゆ
草
や
濃
き
青
に
し
て
雨
上
る

智

子

青
々
と
生
け
垣
映
す
代
田
か
な

八
重
子

新
緑
を
呑
み
こ
む
玻
璃
の
研
修
棟

と
く
江

ひ
っ
そ
り
と
何
を
思
案
や
水
芭
蕉

保

子

五
月
雨
や
海
も
青
さ
を
忘
れ
を
り

光

娥

（
つ
み
草
）

俳
句

同
窓
会

第
21
回
総
会
開
催

放
送
大
学
埼
玉
同
窓
会

の
第
21
回
通
常
総
会
が
、

5
月
23
日
埼
玉
学
習
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

総
会
で
は
、
平
成
22
年

度
事
業
計
画
と
し
て
、
機

関
誌
「
さ
く
ら
草
」
の
発

行
、
学
習
セ
ン
タ
ー
主
催

の
公
開
講
演
会
へ
の
協
力
、

1
学
期
卒
業
生
の
祝
賀
会
、

卒
業
式
の
謝
恩
パ
ー
テ
ィ
ー

の
開
催
、
親
睦
旅
行
や
第

4
回
フ
ェ
ス
タ
へ
の
参
加

等
が
承
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
役
員
選
出
で
は
、

森
岡
加
代
会
長
（
留
任
）
、

浅
見
保
夫
副
会
長
、
森
脇

千
代
子
副
会
長
等
が
選
出

さ
れ
た
。

サ
ー
ク
ル
紹
介

熟
年
会

熟
年
会
８
・
９
月
予
定

は
以
下
の
通
り
で
す

①
勉
強
会

８
月
10
日

（
火
）
ミ
ニ
刑
事
法
入
門

９
月
14

日
（
火
）
未
定

（
近
日
中
に
決
定
し
ま
す
）

②
イ
ベ
ン
ト

８
月
19
日

（
木
）
青
春
18
切
符
：
鈍

行
電
車
の
旅
「
八
ヶ
岳
高

原
と
平
山
郁
夫
美
術
館
」

９
月
日
時
未
定
（
ハ
イ
キ

ン
グ
）
仲
秋
の
高
尾
山
を

訪
ね
る

③
パ
ソ
コ
ン
楽
習
会

８

月
17
日
、
24
日
、
31
日

９
月
７
日
、
21
日
、
28
日

Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
入
門
講
座

（
４
回
）
、
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
中

級
講
座
（
４
回
）
、
パ
ソ

コ
ン
ア
ー
ト
な
ど
応
用

（
４
回
）

サ
ー
ク
ル
お
お
み
や

8
月
19
日
（
木
）

下
期
活
動
計
画
策
定

合
宿
、
フ
ェ
ス
タ
の
詳
細

提
示

午
後
13
時
30
分
よ

り
セ
ン
タ
ー
8
階
会
議
室

9
月
29
日
（
水
）

～
30
日
（
木
）

合
宿

鬼
怒
川
、
芦
の
牧
方
面

詳
細
は
別
途
提
示

ト
レ
ヴ
ィ
の
会

９
月
25
日
（
土
）

横
浜

三
渓
園
見
学
会

江
戸
時
代
の
古
文

書
を
読
む
会

９
月
4
日
（
土
）

9
月
18
日
（
土
）

津
山
藩
文
書

カ
サ
レ
ス
の
路
地
に

あ
る
家

編
集
後
記


